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見」のパブリックコメント版を2017年5月に公表した（8
月に正式に公布）。そこでは、地方政府が管理主体で
あること、シェアバイクの投入量をコントロールする
こと、自転車の通行環境を整備すること、駐輪スペー
スを設置すること、インターネット技術による利用管
理を強化すること等が書き込まれている。
これを受けて、2017年7月から8月までに11都市で
シェアバイクの新規投入に対する規制が始まった。ま
た、一部の運営企業は信用ポイント制を採用し、利用
状況が良好なユーザーには加点、逆に悪いユーザーか
らは減点して、状況によっては利用料を個別に引き上
げたり、デポジット・クレジットを凍結する対応を導
入している。さらに上記の「指導意見」では、シェア
バイク利用のユーザー情報を政府関連部門が共有する
ことを目指しているが、すでにシェアバイクの利用状
況が、ユーザーが他のサービスを利用する際に影響を
与えるようになってきている。
このように中国の「国情」が、情報通信技術を国民
の統制に利用することを可能にしており、モラルに依
存せずとも「信賞必罰」により、ルールを順守させよ
うとしている。
●海外展開も始まる
Mobikeとofoを中心に、シェアバイクの海外展開も
すでに始まっている。両社は欧州、東南アジアに展開
し、日本でもMobikeが2017年8月、札幌でサービスを
試験的に開始、ofoもソフトバンクC&Sとの協業を発
表している。
Mobikeとofoが積極的に海外展開するのは、国内競
争が早くも激化し、投資家の資金を引きつけ続けるた
めのイメージアップ、事業規模拡大の模索が必要だか
らであろう。既存都市での投入制限は、また国内中小
都市へのサービス拡張と海外展開をさらにプッシュす
る要因となろう。
中国国内でルール未整備のまま、旺盛な参入と激し
い競争をともなってサービスが急拡大し、ルールが遅
れて整備されながら、国内市場での「壮大な実験」が
展開され、その間にビジネスモデルの形成と専用車の
開発が進んできた。シェアバイク専用車で、中国発の
グローバルモデルが生まれつつあることは、モノづく
りの面で注目に値する。他方、中国で確立されたビジ
ネスモデルは、中国固有の社会環境下で機能する面も
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